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Ⅰ．緒　言

日本では、ラグビーワールドカップ、東京五輪、ワールドマス
ターズゲームズの国際的スポーツイベント開催に伴い、スポー
ツツーリズムが脚光を浴びている（Hinch & Ito, 2018）。しかし、
イベント期間中だけではなく継続的に観光客を呼び込むために
は、アクティブスポーツツーリズム（週末や休暇でのスポーツ参
加を目的とした観光）が 2020 年以降のスポーツツーリズムの
持続的発展の鍵となる（原田，2016）。特に、森林率 7 割弱
を誇り、6,000 以上の島を持ち、アウトドアスポーツ資源の宝庫
と呼ばれる日本において（原田，2016）、アウトドアスポーツツー
リズムはこれらの国際的スポーツイベント後のスポーツツーリズ
ムの発展において重要な役割を果たすことが予想される（Ito, 
2020; 伊藤，2020a）。実際に、笹川スポーツ財団（2016）の
オンライン調査における「今後スポーツ実施を伴う旅行をする
場合、どのような種目を実施したいですか？」との問いに対し、
上位 5種目中 3種目（i.e., スキー・スノーボード、海水浴、登山）
がアウトドアスポーツであった。加えて、日常の種目別運動・ス

ポーツ実施率において、「散歩（ぶらぶら歩き）」と「ウォー
キング」が 2006 年から2016 年の 10 年間でそれぞれ変わら
ず 1位と2位を推移し続けていることから（笹川スポーツ財団，
2017）、手軽に行えるアウトドアスポーツの1つとして、自然で
の野外ウォーキングが注目される。ウォーキングは高次元の競
技性（e.g., 対戦相手との競争）に根差したスポーツではない
が、過去の自分自身との競争（e.g., 歩くスピード、距離、姿勢）
といった低次元での競技性に当てはまり、このようなレクリエー
ションスポーツを含む包括的アプローチは、スポーツツーリズム
の文脈において重要視されている（Higham & Hinch, 2018）。
観光の視点から野外ウォーキングを考察する際、野外ウォー

キングを実施する場所自体が観光地として成り立っている事例
が存在する。国内における事例では、「紀伊山地の霊場と参
詣道」として世界遺産の一部に登録された熊野古道が挙げ
られる。2001 年に世界遺産に登録された熊野古道は、熊野
本宮大社・熊野速玉大社・熊野那智大社からなる熊野三山
を目的地とした参詣道であり、古来より天皇から貴族、庶民に
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Abstract：
The purpose of this study was to examine whether walking on a World Heritage pilgrimage route, Kumano Kodo, 
provided tourists with awe-inspiring experiences. An open-ended questionnaire survey was conducted for participants 
in the masters sport event (i.e., the Nenrinpic Kinokuni Wakayama 2019). A total of 85 people took part in either the 
Kumano Kodo daytrip or overnight guided tours after their competitions, and 40 tourists provided useable data. By 
using a deductive coding approach, 13 tourists’ responses were coded into (a) vastness and/or (b) retrospective/
perspective moments. Vastness related to both physical and natural aspects of Kumano Kodo, while retrospective/
perspective moments reflected the history and culture of Kumano Kodo. These awe-inspiring experiences appeared to 
facilitate cognitive accommodation (schema change) among the participants. These results suggested that walking on 
Kumano Kodo provides tourists with extraordinary experiences that are not attainable from walking in an everyday life. 
Understanding awe-inspiring experiences will play a pivotal role for outdoor sport tourism development in Japan after the 
international sporting events (e.g., the Olympic and Paralympic Games Tokyo 2020).
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至るまであらゆる身分の人 を々受容した「祈りの道」という点
から一般的なウォーキングコースと異なり、新型コロナウイルス
感染症拡大前の2019 年までは観光地として国内外から多く
の観光客を惹きつけてきた。また、熊野古道が持つ歴史的・
宗教的背景の周知という面に関しては、1986 年に「紀州語り
部の会」（現熊野本宮語り部の会）が組織され、観光ガイド
の養成が行われてきたように、世界遺産登録以前から熊野古
道に沿った各地域において観光客をガイドする語り部の活動
が活発な観光地として報告されている（寺田，2019）。このよ
うな熊野古道が持つ歴史的・宗教的背景から、古からの参
詣道を歩くことは身体的および心理的にポジティブな影響をもた
らし、それが熊野古道の魅力となっていることが指摘されてい
る（長野・伊藤，2018）。実際に、和歌山県では世界遺産
の熊野古道を活用したヘルスツーリズム（e.g., 熊野古道健康
ウォーク）が展開され、注目を浴びている。
観光や野外ウォーキングを包括するレジャー活動は、快感

情の向上や逃避など、さまざまな心理的経験を私たちにもた
らすことが報告されている（Ito, 2020; Mannell & Iso-Ahola, 
1987）。レジャー学では心理的経験の中でも、快感情（e.g., 
興奮）のような一般的な心理的経験と「意味深い心理的経
験（psychologically deep experiences）」と呼ばれる特別な心
理的経験を区別している（Mannell, 1996）。意味深い心理
的経験としてフロー経験やスピリチュアル経験等が報告されて
いるが（Fenton & Walker, 2016）、近年、アウトドアツーリズム
の文脈において調査対象となっている感嘆（awe）も意味深
い心理的経験の1種として捉えることができる（Powell et al., 
2012）。特に、感嘆は日常の生活圏から離れるスポーツツーリ
ズムを含む観光行動と非常に密接な関連性があると考えられる
（Coghlan et al., 2012）。熊野古道のような世界遺産かつ参
詣道という歴史をもつ場所でのウォーキングは、数百年の歴史
や数千年を生きる自然の直接的体験の機会を与え、散策者の
自己を超えた思考や価値観への思索を促すことで、感嘆を喚
起することが推察される。しかし、これまでスポーツツーリスト
の感嘆喚起経験（awe-inspiring experiences）、特に世界遺
産の熊野古道のような場所を対象にした研究は行われていな
い。そこで本研究では、熊野古道でのウォーキングが観光者
の感嘆喚起経験につながるかを明らかにすることを研究目的と
した。

Ⅱ．先行研究の検討

感嘆は、現在の心的構造を圧倒する壮大さ（vastness）に
対する感情反応である（Keltner & Haidt, 2003; Shiota et al., 
2007）。壮大さをもたらす刺激には、自己、これまでの経験、
そして価値判断と行動の基準枠より大きいと感じるすべてのも
のが含まれる。一般的には、自然の物理的な大きさ（e.g., グ
ランドキャニオン）が挙げられるが、栄誉や権威といった経験
的な刺激まで含まれる（Keltner & Haidt, 2003）。また、数式

の深遠さ（Shiota et al., 2007）や出産体験の神秘さ（Wang 
et al., 2020）も壮大さとして捉えることが可能である。加えて、
従来の自身の理解を凌駕してしまう壮大さは、認知的な調節
（accommodation）欲求を促すことが明らかにされている。こ
のプロセスでは、既存の価値観と感嘆喚起経験のずれに注
意が向けられ、このずれを小さくする（なくす）ために新たな
価値観が生み出される（Shiota et al., 2007）。このため、感
嘆は、このような調節が成功することでポジティブな経験として、
失敗することでネガティブな経験として解釈されるのである。日
本語においても、国語辞典（松村，2006）で指摘されている
ように、多くの場合、感嘆はポジティブ感情として捉えられる
が、時として、ネガティブ感情（嘆き悲しむ）としても捉えられる。
この「壮大さ」と「調節」という2つが、感嘆を構成する核
となる要素であることが、これまでの心理学の研究（Keltner 
& Haidt, 2003; Shiota et al., 2007）で報告されてきている。
観光商品や観光地は観光客に感嘆を引き起こさせる必要

があると指摘されているように（Coghlan et al., 2012）、感嘆は
観光と密接に関連している。Coghlan et al.（2012）は自由記
述形式で得た回答のコーディングを通して、観光の文脈の感
嘆には、時系列に並ぶ3要素が存在することを報告している。
1つ目は、「息をのむような」や「衝撃的な」に代表される即
時的な生理的反応である。2つ目は、「記憶に残る」や「珍
しい」を含む過去の経験との比較である。3つ目は、「謙虚な」
や「創造的な」に代表される心的な構造変化である。これら
の時系列から生まれる感嘆は、態度的・行動的ロイヤリティ、
地域愛着、地域保護行動に結びつく可能性をCoghlan et 
al.（2012）は指摘している。研究は限られているものの、感
嘆と観光は「壮大さ」という視点からアウトドア／ネイチャーツー
リズムの文脈で研究が進められている。Powell et al.（2012）
は南極観光ツアー参加者を対象に調査を行い、「南極観光
経験があなたにどのような影響を与えましたか？」という質問か
ら得られた回答を5つの感嘆喚起経験（スピリチュアルな結
びつき、人生観を変えてしまう経験、人生目標の明確化、自
然と人間の関係性の再考、謙虚な気持ち）に分類している。
調査参加者の22.3%がいずれかの感嘆喚起経験（各種類
約 4%）を報告し、Powell et al.（2012）はネイチャーツーリズ
ムの文脈においても、感嘆は重要な心理的経験であり、その
感情は多面的であることを報告している。Pearce et al.（2017）
も同様に、オーストラリアのキンバリー地域でのネイチャーツーリ
ズムを対象に感嘆喚起経験の研究を行っている。彼らはネイ
チャーツーリストへの面接調査を通して、グラウンデッド・セオリー・
アプローチを用い、5つの感嘆喚起経験（海域生物、審美
性、生態的現象、壮大な地理的景観、内省的／大局的瞬
間）を明らかにしている。これらの質的研究の結果から、観
光の文脈においても、Keltner and Haidt（2003）とShiota et 
al.（2007）が報告している「壮大さ」（e.g., 即時的な生理
的反応、人生観を変えてしまう経験、壮大な地理的景観）と「調
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節」（e.g., 心的な構造変化、謙虚な気持ち、内省的／大局
的瞬間）に関わる感嘆喚起経験が明らかにされていることが
うかがえる。
一方、Lu et al.（2017）は量的手法を用いて、巡礼観光と

感嘆の関連性を明らかにしている。仏教の聖地とされる中国
四川省の峨眉山への観光者を対象に質問紙調査を行い、「自
然環境の壮大さ」と「宗教的雰囲気の神聖さ」が感嘆を喚
起し、観光満足度にポジティブに影響を与えていることを報告
している。加えて、巡礼観光者と非巡礼観光者の違いに注目
し、巡礼観光者の感嘆は「宗教的雰囲気の神聖さ」によっ
てよりもたらされる一方、非巡礼観光者の感嘆は「自然環境
の壮大さ」によってよりもたらされることを明らかにしている。
先述した通り、本研究の調査対象地である熊野古道は峨眉
山と同様、巡礼観光地であり、一般的なウォーキングとは異
なる心理的経験をもたらすことが観光研究で示唆されている。
Progano et al.（2020）は熊野古道への日本人およびオースト
ラリア人観光者を対象に、熊野古道の価値に焦点をあてた面
接調査を行っている。日本人観光者の回答からは、「自然」、「ス
ピリチュアリティ」、「歴史」、「世界遺産登録」が抽出された
一方で、オーストラリア人観光者の回答からは、「ウォーキング
／ハイキング」、「自然」、「地元住民」、「食事」、「歴史／文化」、
「田舎」、「スピリチュアリティ」が抽出された。彼らの研究は
感嘆喚起経験を明らかにした調査ではないが、これらの抽出
された熊野古道の価値は、Lu et al.（2017）が明らかにした
感嘆喚起経験である「自然環境の壮大さ」や「宗教的雰囲
気の神聖さ」と大きく重なることがうかがえる。
また、このような感嘆喚起経験を観光の文脈で精査する
場合、観光ガイドによる影響も予想される。例えば、Tu et 
al.（2020）は観光ガイドのユーモアが観光者の心理的経験
にポジティブに影響していることを報告している。先述したよう
に、観光ガイドである語り部の活動が活発な熊野古道（寺
田，2019）では、語り部からの熊野古道の歴史文化に関す
る説明を通して、感嘆喚起経験がより強いものになるかもしれ
ない。これは心理学において「先行刺激によって後続の刺激
の処理が促進される現象」（川口，1995，p. 225）と定義され
るプライミング効果と重なるものがある。実際に、Moorhouse 
et al.（2017）は野生動物観光アトラクションの研究において、
野生動物保護情報に関するプライミングが調査参加者の観光
行動意図にポジティブな影響（粗悪な野生動物観光アトラクショ
ンへの訪問意図低減）を与えていることを明らかにしている。
以上のことより、熊野古道を歩くこと（特に、語り部と共に）

がもたらす心理的経験には感嘆が含まれることが予想される
が、これまでの研究では一般的な快感情・不快感情（Komori 
et al., 2017；長野・伊藤，2018）やスピリチュアル経験（Kato 
& Progano, 2017）が対象とされてきた。アウトドアスポーツツー
リズムにおける感嘆喚起経験を、世界遺産の参詣道である熊
野古道を調査地として明らかにすることは、国際的なスポーツ

イベント開催後のスポーツツーリズムの持続的発展を目指す日
本において、非常に有意義な研究テーマであるといえる。

Ⅲ．研究方法

1 ．調査対象者・ツアー

2019 年 11月9日～ 12日にかけて、和歌山県において60
歳以上の人々が中心となってスポーツや文化などのイベントで
交流を深める「第 32回全国健康福祉祭和歌山大会　ねんり
んピック紀の国わかやま2019」（以下、「ねんりんピック2019」
とする）が開催された。ねんりんピックとは、全国健康福祉祭
の愛称であり、「スポーツや文化種目の交流大会を始め、健
康や福祉に関する多彩なイベントを通じ、高齢者を中心とす
る国民の健康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚を図
り、ふれあいと活力ある長寿社会の形成に寄与するため、厚
生省創立 50 周年に当たる昭和 63（1988）年から毎年開催」
されている参加型スポーツイベントである（厚生労働省，n.d.）。
このスポーツイベントには全国から延べ約 56 万人が参加し（ね
んりんピック紀の国わかやま2019 大会実行委員会，2020）、
来県した参加者へ和歌山県の魅力を発信する絶好の機会と
なった。
ねんりんピック2019 大会実行委員会では、大会参加者向
けの13の観光ツアーを提供し、そのうち2つのツアーが熊野
古道を語り部と共に歩く旅程を含むものであった。そこで、こ
れら2つの観光ツアーへの参加者（日帰りツアー64 名、宿泊
ツアー26 名）を対象に、直接配布直接回収法を用いた質問
紙調査を各ツアー終了後に実施した。日帰りツアーは熊野那
智大社から大門坂を歩くコース（約 2.7km）であった。宿泊
ツアーは熊野古道館から近露（1日目）および熊野那智大社
から大門坂（2日目）を歩くコース（約 15.7km）であった。

２．調査方法

　本研究では、「社会的事態や文脈によって影響を受ける個
人の行動を研究する」（藤原，2005，p. 67）社会心理学的ア
プローチを用いた。感嘆喚起経験は心理学で研究されてきた
が、観光の文脈での心理的経験は観光過程での社会的相互
作用に影響されるため、社会心理学的アプローチが有効であ
ると考えられる。本研究では自由記述回答方式を使用し、「デー
タに付したコードを手がかりに、データを変換（conversion）、
縮約（compression）して表示（display）することで、デー
タに潜在する意味を見い出す手法である」（大谷，2017，p. 
655）質的データ分析を用いた。調査参加者に「今回、熊
野古道を歩かれて感じたことや普段のウォーキング（トレッキン
グ含む）と違った経験等ございましたら、お聞かせください」
と尋ね、得られた回答を電子データ化した。その後、Pearce 
et al.（2017）の 5つの感嘆喚起経験のカテゴリーを先行研
究および熊野古道の文脈に合わせ修正し、演繹的コーディン
グを行った。ボトムアップと称される帰納的コーディングとは対
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照的に、演繹的コーディングはトップダウンと称され、理論や先
行研究の知見（本研究では Pearce et al., 2017）に基づきデー
タを分類する手法である（Braun & Clarke, 2006）。
本研究で行ったカテゴリーの修正は次の3点である。1点

目は、「審美性」、「壮大な地理的景観」、「生態的現象」を
1つのカテゴリー「壮大さ」に統合した。Pearce et al.（2017）
は「言葉をのむ（spectacular）」、「信じられない（incredible）」、
「美しい（beautiful）」といった描写を「審美性」として分
類していたが、このような自身の理解を凌駕する審美的刺激
も壮大さと捉えることが可能であるだけではなく（Shiota et al., 
2007）、その刺激が審美性もしくは地理的景観によるものか判
別することは非常に困難である。実際に、Lu et al.（2017）も「自
然環境の壮大さ」に自然の審美性の項目を含めている。加
えて、Pearce et al.（2017）の「生態的現象」は、調査対
象地の2つの主要な観光アトラクションであるモンゴメリーリーフ
（世界最大の沿岸礁）とホリゾンタルフォールズ（水平滝）に
焦点をあてたカテゴリーであり、地理的景観という視点からの
「壮大さ」と大きく共通する点があることから、こちらも「壮大
さ」に統合することにした。なお、Pearce et al.（2017）とLu 
et al.（2017）は主に自然環境の壮大さにのみ焦点を当ててい
たが、熊野古道は大社や石畳という人工的景観も含むため、
本研究では自然景観だけではなく人工的景観も対象とするカ
テゴリーとした。2点目として、Pearce et al.（2017）の「内省
的／大局的瞬間」は、Kato and Progano（2017）とProgano 
et al.（2020）が報告した熊野古道の有する歴史・文化の重

要性に基づき、熊野古道の歴史的／文化的要素を振り返る
「回顧的／大局的瞬間」へと変更した。最後に、熊野古道
の地理的位置を考慮し、Pearce et al.（2017）の「海域生物」
を「野生動物」へと修正した。
筆頭筆者が内容分析を行った後、第 2筆者が全データお

よび分析結果を確認し、不明瞭な点について議論を行い 1）、
最終的なコーディング結果を導いた。なお、1つの文が 2つ
以上の意味を持つことがあるため（Ito & Walker, 2014）、コー
ディング分析では一般的な複数コーディングを用いた。なお、
回答者には個人属性（性別、年齢、配偶関係、熊野古道
を歩いた回数）についても尋ねた。

Ⅳ．結果・考察

１．調査参加者の個人属性

計 85 名のツアー参加者が質問紙調査に参加した。日帰り
ツアーの全 64 名の参加者からは59 名、宿泊ツアーからは全
26 名の参加者が調査に参加した。そのうち、自由記述回答
を記入したのは40 名（日帰りツアー24 名、宿泊ツアー16 名）
であり、その回答を有効回答とし、データ分析を行った。有
効回答を提供した調査参加者の性別は、男性 55.0%（22 名）・
女性 45.0%（18 名）であり、平均年齢は68.5 歳（最小年
齢 59 歳、最高年齢 81 歳）であった。熊野古道訪問の平均
回数は1.2 回で、5 名が 2回目、1 名が 3回目であり、大多
数の参加者が初めての熊野古道訪問であった。

表 1．感嘆経験のコーディングカテゴリーと分析結果

本研究
カテゴリー

Pearce et al.（2017）
カテゴリー 説　　明 回　　　　答

壮大さ

審美性

熊野古道の物理的な大き
さやその自然の雄大さに
触れることによってもたらさ
れる心理的経験

・古道を歩くのは疲れましたが、とってもリフレッシュできました。さすが世界
遺産でした。那智の滝の壮大さに感動しました。

・石ダタミの長さ。
・自然の中でとてもおごそかな気持ちになれました。
・雨の中の古道、その周りの空気やたたずまいがたいへん神秘的でよかった！！
・杉並木の間を歩く古道はやはりすごいと思います。
・古の人たちが築いた古道・石の階段そして数百年の樹木等、すばらしい
ものでした。
・静寂の中で歩く事が出来た。（那智大社）
・大変すばらしいところであった。パワーをもらえた。
・日常生活では感じられない心の穏やかさを感じました。
・すばらしい。

壮大な地理的景観

生態的現象

回顧的／
大局的瞬間 内省的／大局的瞬間

熊野古道の歴史や文化
に触れることによってもたら
される心理的経験

・古の人たちが築いた古道・石の階段そして数百年の樹木等、すばらしい
ものでした。当時から現在までの時間のつながり すごいです。
・古の先人たちの熱意の古道（象徴）を歩きながら、何とも言えない感謝・
感動・感激の気持ちを共有でき楽しい体験でした。

・歴史の長さ。信仰心の強さ。

野生動物 海域生物
熊野古道に生息する野生
動物に触れることによって
もたらされる心理的経験

該当なし

注）下線は複数コーディングに該当をした回答を示す。
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２．演繹的コーディングの分析結果・考察

電子データ化された自由記述回答は1,505 文字であった。
演繹的コーディングを用いた分析を行い、感嘆喚起経験を3
つのカテゴリー（「壮大さ」、「回顧的／大局的瞬間」、「野
生動物」）にコーディングした。表 1には、本研究で用いた3
つのカテゴリーとその説明および Pearce et al.（2017）の 5つ
のカテゴリー、そして分析結果をまとめた。
最も数多く報告された感嘆喚起経験は、熊野古道の雄大さ

に触れることによってもたらされる「壮大さ」（10 名：30.0%）
であった。感嘆の核となる物理的な大きさ（Keltner & Haidt, 
2003; Shiota et al., 2007）に関して、「古道を歩くのは疲れま
したが、とってもリフレッシュできました。さすが世界遺産でした。
那智の滝の壮大さに感動しました。」（女性 63 歳）および「石
ダタミの長さ。」（男性 64 歳）という回答が得られた。Lu et 
al.（2017）や Pearce et al.（2017）が明らかにしていた自然
環境の壮大さ（那智の滝）に加え、石畳といった人工的景観
も観光地での感嘆を研究するうえで、重要なアトラクションであ
ることが示唆された。また、熊野古道の自然の雄大さがもたら
す感嘆経験に関しても、「自然の中でとてもおごそかな気持ち
になれました。」（女性 62 歳）、「雨の中の古道、その周りの
空気やたたずまいがたいへん神秘的でよかった！！」（女性 65
歳）、「杉並木の間を歩く古道はやはりすごいと思います。」（女
性 63 歳）、「古の人たちが築いた古道・石の階段そして数百
年の樹木等、すばらしいものでした。」（女性 68 歳）といった
回答を得ることができた。Progano et al.（2020）が、日本人とオー
ストラリア人の両グループが熊野古道の自然を高く評価してい
たと報告していたように、熊野古道の豊かな自然が観光客の
感嘆を喚起していることが考えられる。また、Lu et al.（2017）
が非巡礼観光者の感嘆喚起経験には「自然環境の壮大さ」
が大きく影響していたことを明らかにしているように、今回のツ
アー参加者は参加型スポーツイベントの参加者であり、巡礼
が今回の観光の主目的ではなかったことも本研究結果に反映
されているのかもしれない。最後に、抽象的な回答ではある
が、熊野古道の雄大さという視点から、「静寂の中で歩く事
が出来た（那智大社）。」（女性 67 歳）、「大変すばらしいと
ころであった。パワーをもらえた。」（男性 60 歳）、「日常生活
では感じられない心の穏やかさを感じました。」（男性 69 歳）、
「すばらしい。」（男性 80 歳）も本カテゴリーに分類された。
Kato and Progano（2017）とProgano et al.（2020）が熊野
古道のユニークさにスピリチュアル経験を報告しているように、
これらの神秘的経験が感嘆へとつながっていることが推察され
る（Powell et al., 2012）。長野・伊藤（2018）も同様に、熊
野古道を歩いた調査参加者が「神聖な雰囲気につつまれ心
が洗われる思いがする」と自由記述回答を残していることを報
告している。これは、Lu et al.（2017）が中国での巡礼観光
において、「宗教的雰囲気の神聖さ」が感嘆につながってい
た結果とも一致し、熊野古道が持つ宗教的側面も壮大さとい

う感嘆喚起経験につながっていることが推察される。
コーディングされた回答数（3 名：8%）は少なかったが、
熊野古道の歴史や文化に触れることによってもたらされる「回
顧的／大局的瞬間」も熊野古道での感嘆を喚起する刺激と
なることが本研究結果より示唆された。本カテゴリーには、「古
の人たちが築いた古道・石の階段そして数百年の樹木等、
すばらしいものでした。当時から現在までの時間のつながり す
ごいです。」（女性 68 歳）、「古の先人たちの熱意の古道（象
徴）を歩きながら、何とも言えない感謝・感動・感激の気持
ちを共有でき楽しい体験でした。」（男性 63 歳）、「歴史の長
さ。信仰心の強さ。」（男性 65 歳）、という自由記述回答が
分類された。Progano et al.（2020）が明らかにした通り、約
1,000 年にもおよぶ熊野古道の歴史は国内外の観光客を惹き
つける強力なアトラクションであり、感嘆を喚起することが本研
究結果より示唆された。Keltner and Haidt（2003）とShiota 
et al.（2007）が主張する感嘆喚起経験の壮大さは、景観と
同様に、熊野古道が有する1,000 年という非常に長い時間軸
にも当てはまるものだと考えられる。また、彼らが主張する2つ
目の感嘆要素である「調節」についても、従来の自分自身の
立ち位置を考える際の時間軸の基準点に変化がうまれたとい
う心的な構造変化と捉えることができる。Pearce et al.（2017）
の元々のカテゴリーは「内省的／大局的瞬間」であったが、
観光地での心理的経験を通して新たな人生における視点を
獲得するといった彼らの主張は、熊野古道の歴史や文化に
触れることによっても可能であることが示唆された。この「回
顧的／大局的瞬間」に加えて、普段のウォーキングでは体験
することのできない「壮大さ」も、Coghlan et al.（2012）が
指摘する未来志向型スキーム変化の要素（a future-oriented 
schema-changing component）のように、参加者の心的な構
造変化につながっていることが推察される。
3つ目のカテゴリーである「野生動物」には、自由記述回
答は分類されなかった。熊野古道には、イノシシ、ニホンジカ、
タヌキ、ニホンザル、ウグイスなどの野生動物が生息している
と言われているが（三重県立熊野古道センター、2018）、今
回のツアーは団体ツアーであったため、あまり時間的なゆとりも
なく、熊野古道での野生動物の生息地までたどり着けなかっ
たことが原因であるかもしれない。また、田辺市熊野ツーリズ
ムビューロー（n.d.）が、「周辺には、豊かな自然が残されて
おり、野生動物等（クマ、イノシシ、スズメバチ、マムシ等々）
に遭遇する可能性が高くなります。安全に歩くために、事前に
地元市町村等の情報を十分に収集してください」と注意喚起
をするように、熊野古道では野生動物は鑑賞対象とみなされ
ていないのかもしれない。
最後に、今回の感嘆経験は観光ガイドでもある語り部による

プライミング効果を考慮する必要があると考えられる。熊野古
道などの参詣道は単に参詣道のみを見て歩くだけでは価値の
伝わり難い文化遺産であると考えられ、これらは十分な解説
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を行ない、一定の知識（平安時代からの参詣の歴史があり、
神仏習合の宗教文化による自然に抱かれた山岳霊場が複数
の参詣道のネットワークによって結ばれ、それらが山 な々どの自
然環境とともに歴史的な佇まいを残しながら現代まで継承され
ているなどの熊野古道に関わる知識）を得ながら体験してもら
うことが不可欠である。実際に、参加者から「案内人の人が
いて説明してくれてとても良かった。」（女性 75 歳）や「どこ
にも語り部さんが案内してくれましたので、良くわかり三社回れ
て良かったです。」（女性 63 歳）」という回答が得られた。古
い石畳、相当な樹齢を感じさせる樹木、遥拝所（王子）跡
などの熊野古道の奥深い歴史性を想起させるアトラクションを
ただ単に見ることによって得られる視覚的体験だけではなく、
語り部から得られたそれらを束ねる歴史文化に関する知識の
もとで再構成された心理的経験が感嘆経験をより強いものに
しているかもしれない。一方で、40 名中 12 名（30.0%）の
みの回答が感嘆経験に分類されたように、7割の参加者から
は感嘆経験に関する報告は認められなかった。自由記述とい
う調査方法の限界もあるが、「特になし　特別とは思わない。」
（男性 68 歳）という回答もあったように、今後は感嘆喚起
経験の有無で参加者特性の比較を行う必要性もあると思われ
る。

Ⅴ．結　論

本研究では、熊野古道でのウォーキングが観光者の感嘆喚
起経験につながるかを明らかにすることを研究目的とし、ねんり
んピック2019 参加者を対象に実施された熊野古道観光ツアー
参加者に自由記述回答を用いた質問紙調査を行った。演繹
的コーディングの分析結果から、熊野古道を歩くことによって
感嘆を喚起する「壮大さ」と「回顧的／大局的瞬間」とい
う心的経験がもたらされることが明らかとなった。これらの感
嘆喚起経験は、Coghlan et al.（2012）の即時的反応（e.g., 
「息をのむような」、「衝撃的な」）にも共通し、このような心理
的経験が一般的に観光客の求める「Awesome」な体験、ア
ウトドアスポーツツーリストであれば、普段のウォーキングでは
感じることのできない心理的経験につながると考えることができ
る。さらに、これらの経験は従来の心的な構造変化と呼ばれる
「調節」につながることが示唆された。特に、本研究の調査
対象者は語り部から熊野古道の歴史文化に関する知識の提
供があり、その情報がこのような感嘆経験を喚起していること
も示唆された。今後、アウトドアスポーツツーリズムを推進して
いくためには、感嘆のような日常生活でのウォーキングでは得ら
れない心理的経験を喚起する要因（e.g., 壮大さ、回顧的／
大局的瞬間、語り部、事前知識）を理解し、マーケティング
に活用していくことが必要不可欠だと考えられる。
本研究の目的ではないが、本結果はサプリメンタル観光行
動の理解促進にも貢献すると考えられる。ねんりんピック2019
大会参加に付随した今回の熊野古道観光ツアーは、主目的

の観光行動（i.e., 大会参加）を補完するサプリメンタル観光
行動と呼ばれ、参加者の全体的な観光満足を高めることに貢
献することが期待されている（伊藤，2020a，2020b）。本研究
では「スポーツからスポーツ」（i.e., 大会参加から野外ウォー
キング）に関するサプリメンタル観光行動であったが、「スポー
ツから非スポーツ」（e.g., 大会参加から旧跡巡り）や「非スポー
ツからスポーツ」（e.g., 友人・親戚訪問から野外ウォーキング）
に関するサプリメンタル観光行動についても理解を深めること
が、新型コロナウイルス感染症後のスポーツツーリズム推進に
求められる（Ito & Higham, 2020）。
最後に、本研究の研究の限界および今後の研究の方向性

を述べる。まず、観光ツアー終了後の質問紙調査での自由
記述回答ということで、本調査で得られたデータが比較的少
なかった点が研究の限界として挙げられる。このため、「大変
すばらしいところであった。パワーをもらえた。」（男性 60 歳）
という回答を熊野古道の雄大さという視点から「壮大さ」に
分類したが、この感嘆喚起経験が何（e.g., 自然景観、人工
的景観）に起因するまでかは明らかにすることができず、デー
タの解釈に幅を残す結果となってしまった。今後は、フォーカ
スグループや面接調査を用いて質的に感嘆喚起経験の理解
を深めていくと同時に、量的なアプローチからも熊野古道での
感嘆喚起経験を明らかにしていく必要があると考えられる。そ
の際には、多局面にまたがる観光経験（期待、往路、現場、
復路、回想：Clawson & Knetsch, 1966）という視点を基に、
複数回の調査が理想と考えられる。また、サプリメンタル観光
行動としてではなく、旅行の主目的として熊野古道を歩く観光
者の感嘆についても調べる必要があるだろう。そして、Lu et 
al.（2017）が中国の峨眉山で明らかにしているように、熊野
古道特有な側面である巡礼観光者と非巡礼観光者の相違・
類似点を明らかにすることも求められるだろう。最後に、今回
の調査対象者は語り部と共に歩くツアー参加者であったが、語
り部の有無での比較調査やプライミング実験を通して、熊野
古道の歴史文化に関する知識が感嘆経験に及ぼす影響を明
らかにすることが今後求められる。このような研究の限界が挙
げられるが、本研究がこれまでのスポーツツーリズム研究で等
閑視されてきた感嘆喚起経験を、世界遺産の参詣道「熊野
古道」という文脈で明らかにしたという点は学術的にも実践的
にも非常に有益であり、今後は国内観光分野において感嘆喚
起経験のさらなる知見の蓄積が求められる。
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注
１）筆者間では分類された回答文の性質的や言語的意味合いに関して，
「審美性と神秘性」（壮大さ），「壮大さと広大さ」（壮大さ），「個人
的回顧と人類的回顧」（回顧的／大局的瞬間）の相違について，議
論を行った。
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